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十
一
月
三
十
日
、
町
民
会
館
で
青
少

年
非
行
防
止
推
進
町
宣
言
大
会
が
、
関

係
者
四
百
名
程
が
集
ま
り
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
大
会
は
、
最
近
の
青
少
年
の
不

良
化
傾
向
に
、
行
政
・
関
係
団
体
が
一

致
協
力
し
て
少
し
で
も
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
て
い
こ
う
と
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

会
場
は
、
各
地
区
の
代
表
者
が
非
行

防
止
の
療
語
の
タ
ス
キ
を
か
け
、
今
後

の
運
動
へ
の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。大

会
会
長
の
伊
藤
町
長
か
ら
〝
今
日

に
到
る
ま
で
の
経
過
、
今
後
の
方
針
〟

山
本
折
尾
警
察
署
々
長
か
ら
〝
管
内
の

事
件
の
情
況
分
析
″
等
の
報
告
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
副
田
教
育
長
か
ら
「
水
巻

町
あ
げ
て
、
青
少
年
の
非
行
防
止
を
積

極
的
に
推
進
す
る
」
と
宣
言
文
が
読
み

あ
げ
ら
れ
、
本
大
会
を
参
加
者
全
員
で

確
認
し
ま
し
た
。

大
会
後
、
記
念
講
演
、
記
念
演
奏
、

パ
レ
ー
ド
等
を
行
い
、
町
民
に
本
大
会

の
意
義
を
訴
え
て
い
き
ま
し
た
。

且月分の保護費の支給日は12月25日、町民会館です
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侵

入

盗

の

防

止

ち
ょ
っ
と
で
も
家
を
留
守
に
す
る

と
き
は
、
必
ず
戸
締
り
を
し
て
、
お

隣
に
ひ
と
声
か
け
、
留
守
を
頼
ん
で

お
き
ま
し
ょ
う
。

ス

リ

・

ひ

っ

た

く

り

に

ご

用

心

買
物
な
ど
で
大
金
を
持
ち
歩

い
た
り
暗
い
人
通
り
の
少
な
い

夜
道
を
歩
く
と
き
は
ハ
ン
ド
バ

ッ
ク
な
ど
は
し
っ
か
り
か
か
え

ま
た
混
雑
す
る
場
所
で
の
懐
中

物
に
用
心
し
ま
し
ょ
う
。

青
少
年
非
行
防
止

優
秀
標
語

十
一
月
三
十
日
の
町
宣
言
大
会
を
記

念
し
て
、
か
青
少
年
非
行
防
止
棲
語
〟

を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
応
募

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。審

査
の
結
果
、
入
選
作
品
を
紹
介
し

ま
す
。

。
こ
れ
ぐ
ら
い
う
そ
が
悪
へ
の
導
火
線

下
二
　
田
中
博
幸

●
服
装
の
乱
れ
に
の
ぞ
く
　
非
行
の
芽

新
生
街
　
山
下
政
人

●
町
ぐ
る
み
　
皆
で
見
張
ろ
う
　
非
行

の
巣
　
　
新
生
街
　
平
川
幸
徳

。
子
は
親
の
　
姿
を
学
ぶ
　
非
行
の
芽

岩
瀬
　
長
田
礼
二
郎

。
水
巻
の
　
み
ん
な
で
摘
も
う
　
非
行

。
町
ぐ
る
み

行
の
芽

。
よ
い
家
庭

な
し

。
愛
の
手
で

み
ん
な
で
つ
も
う
　
非

苫
田
二
　
副
田
寿
一

明
る
い
地
域
に
　
非
行

み
ず
ほ
　
石
川
広
美

防
ぐ
に
追
い
つ
く
　
非

行
な
し
　
　
頃
末
　
武
尾
金
男

。
話
し
合
う
　
明
る
い
親
子
に
　
非
行

な
し
　
　
　
頃
末
　
高
亀
健
次

。
や
さ
し
い
目
で
　
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク

非
行
の
芽
　
頃
末
　
渡
辺
照
子

遠
　
賀
　
郡
　
農
　
業
　
祭

暴

　

力

　

追

　

放

暴
力
は
平
和
で
楽
し
い
市
民
生
活
を

破
壊
す
る
に
く
む
べ
き
犯
罪
で
す
。

暴
力
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
と
き

は
す
ぐ
一
一
〇
番
し
ま
し
ょ
う
。

少
　
年
　
非
　
行
　
の

貌
摘
上
手

止
㊤
走
族

二
∴

の
嵩
惑
に

も
て

。
街
ぐ
る
み

つ
も
う

吉
田
二
　
白
石
禎
輔

親
の
姿
勢
が
非
行
化
防

三
好
み
つ
子

出
す
な
家
庭
と
地
域
か
ら

み
ず
ほ
　
浜
田
富
夫

暴
走
、
シ
ン
ナ
ー
、
非
行

猪
熊
　
中
島
正
勝

負
け
ず
く
じ
け
ず
　
勇
気

古
賀
　
西
鳥
羽
省
五

そ
ろ
っ
て
非
行
の
芽
を

芦
屋
　
志
村
彰
三
郎

十
一
月
二
十
三
日
の
「
勤
労
感
謝
の

日
」
に
恒
例
と
な
っ
た
遠
賀
郡
農
業
祭

が
芦
屋
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
に
恵
ま
れ

会
場
に
は
親
子
ず
れ
が
多
数
つ
め
か
け

工
夫
を
こ
ら
し
た
魚
の
つ
か
み
ど
り
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
に
人
気
が
集
中
し

ま
し
た
。
特
に
最
近
の
物
価
高
に
悩
む

主
婦
た
ち
は
、
野
菜
の
即
売
コ
ー
ナ
ー

に
集
中
し
、
今
日
の
情
況
を
反
映
し
て

い
ま
し
た
。

共
　
進
　
会
　
表
　
彰

共
進
会
で
は
、
当
町
か
ら
も
特
定
作

物
、
大
豆
等
多
数
の
作
品
を
出
品
し
、

次
の
か
た
が
た
が
入
遷
し
ま
し
た
。

。
農
産
加
工
　
☆
津
田
操
（
立
屋
敷
）

。
大
　
豆
　
☆
大
場
金
吾
（
猪
熊
）

大
旦
信
行
（
　
ク
　
）

。
玉
　
子
　
　
☆
豊
沢
麟
児
（
下
二
）

。
大
豆
ジ
ャ
ム
　
☆
藤
崎
好
子
（
吉
田
）

。
夏
ミ
カ
ン
酒
　
高
松
節
子
（
猪
熊
）

。
青
菜
飯
　
船
津
　
栄
（
　
二
　
）

。
梅
　
干
　
行
正
富
美
子
（
水
巻
グ
ル

ー
プ
）

。
ウ
リ
の
カ
ス
ヅ
ケ
　
入
江
幸
枝
（
下

二
）

☆
印
は
知
事
賞
及
び
会
長
賞

小
・
中
学
校
に
苗
木
を
寄
贈

～
水
巻
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
～

。
ス
ポ
ー
ツ
で

明
る
い
未
来

。
非
行
の
な
い

子
の
対
話

。
ふ
み
こ
む
な

暴
走
族

。
ス
ポ
ー
ツ
で

つ
く
ろ
う
と
も
だ
ち

吉
田
三
　
橋
鳥
居
弘

い
つ
も
楽
し
く
　
親

遠
賀
　
近
藤
英
典

シ
ン
ナ
ー
　
夜
遊
び

吉
田
三
　
碩
島
伴
子

非
行
化
防
止
　
水
巻

非
行
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
　
じ
気
持
で
愛
の
一
声
を
か
け
ま
し

め
、
ひ
と
の
子
も
わ
が
子
と
同
　
よ
う
。

町
　
　
高
松
団
地
　
　
荒
牧
和
徳

。
非
行
の
芽
　
早
期
発
見
　
即
対
処

お
か
の
台
　
伊
藤
和
英

十
月
は
緑
化
月
間
で
全
国
各
地
で
緑

を
育
て
る
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
で
は
、
水
巻
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
か
ら
、
こ
の
緑
化
月
間
を
活
か
し
て

各
学
校
に
松
、
さ
ざ
ん
か
、
ツ
ツ
ジ
な

ど
4
0
本
の
苗
木
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

し
た
。今

後
、
生
徒
た
ち
が
緑
を
育
て
、
優

し
い
心
を
つ
く
る
た
め
、
き
っ
と
こ
の

苗
木
は
役
に
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。
′

そ
し
て
、
春
に
は
花
ひ
ら
き
、
す
ば

ら
し
い
学
校
環
境
を
つ
く
っ
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

地域の力で　石炭六法の強化延長を／
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女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
結
成
大
会

～
伊
左
座
校
区
初
優
勝
～

1
1
月
1
6
日
、
第
一
回
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
記
念
大
会
が
、
晴

天
に
恵
ま
れ
吉
田
グ
ラ
ン
ド
で

多
数
の
来
賓
を
迎
え
て
開
か
れ

ま
し
た
。

大
会
試
合
が
始
ま
る
前
に
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
模
範

試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
大

会
の
出
場
チ
ー
ム
　
「
穴
生
た
ん

ば
は
」
と
結
成
3
年
目
の
ｒ
折

尾
ク
ラ
ブ
」
と
の
熱
戦
に
、
釆

賓
の
万
当
町
同
好
会
関
係
者
は

た
だ
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。

当
大
会
は
、
結
成
ま
も
な
い

五
チ
ー
ム
の
内
、
三
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。

当
町
初
め
て
の
女
子
ソ
フ
ト

試
合
と
い
う
こ
と
で
多
く
の
歓
戦
が
あ

り
ま
し
た
。

選
手
の
赤
、
育
、
緑
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
が
に
ぎ
や
か
に
グ
ラ
ン
ド
を
走
り
回

り
、
一
緒
に
来
た
子
供
さ
ん
も
一
生
懸

命
お
母
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
応
え
、
も
う
れ
つ
に
ハ
ッ
ス

ル
し
て
男
子
顔
負
け
の
フ
ァ
イ
ン
プ
レ

〆
毀

－
も
出
て
、
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ

ま
す
。※

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会
、
参

加
希
望
の
方
は
、
町
教
育
委
員
会
2
0

1

－

0

4

0

3

ま

で

。

で
の
惜
敗
を
は
ね
か
え
し
、
優
勝
し
ま

し
た
。結

果
は
次
の
通
り
で
す
。

。
男
子

第
3
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
後
援
会

親
善
レ
ク
バ
レ
ー
大
会

自

分

で

つ

く

最
高
の

机
小
学
校
で
は
、
県
の
理
科
の
研
究

指
定
校
に
指
定
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、

〝
子
供
が
生
き
生
き
と
自
然
を
探
究
″

を
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
、
イ
モ
を
育
て

た
り
、
鉢
に
菊
や
朝
顔
〝
一
人
一
鉢
″

運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
イ
モ
を
自
分
で
収
穫
し

給
食
時
間
に
食
べ
、
校
内
マ
イ
ク
で
、

イ
モ
堀
の
時
の
作
文
が
発
表
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

自
分
で
栽
培
し
た
イ
モ
の
味
は
、
ま

た
格
別
な
の
で
し
ょ
う
、
大
き
な
口
を

い
っ
ぱ
い
に
あ
け
、
満
足
そ
う
に
味
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

っ

た

イ

モ

は

あ
じ
…
　
　
机
　
小

か
子
供
た
ち
に
負
け
ち
ゃ
お
ら
れ
ま

せ
ん
″
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
少
年
団
員

の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
集
ま

っ
て
、
後
援
会
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
十
一
月
二
十
三
日
、
町
体
育
セ
ン

タ
ー
、
頃
末
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
大
会
も
今
年
で
三
回
目
1
回
を

重
ね
る
ご
と
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
難
し

さ
厳
し
さ
が
わ
か
り
、
子
供
た
ち
の
苦

労
も
わ
か
り
ま
す
と
、
父
母
の
弁
。

に
わ
か
に
少
年
団
員
か
ら
教
し
え
て

も
ら
っ
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
、
試
合
中
に

は
、
ど
う
も
う
ま
い
こ
と
い
か
ず
、
盛

ん
な
団
員
た
ち
の
激
励
が
と
び
か
い
ま

し
た
。さ

て
、
試
合
結
果
の
万
は
、
少
年
団

の
強
い
チ
ー
ム
の
後
援
会
が
ハ
ッ
ス
ル

し
、
昨
年
に
引
続
き
、
好
成
績
を
お
さ

め
ま
し
た
。

優
勝

二
位

三
位

。
女
子優

勝
二
位

三
位

水
巻
ク
ラ
ブ

遠
賀
ク
ラ
ブ

芦
屋
Ｙ
Ｓ
ク
ラ
ブ
・
1
3
教

団な
で
し
こ
ク
ラ
ブ

あ
Ｌ
や

吉
田
ク
ラ
ブ

新人選手権バレーボール大会

優
勝
チ
ー
ム

お
父
さ
ん
の
部

い
さ
ざ
Ｃ
（
3
年
連
続
）

お
母
さ
ん
の
部

い
さ
ざ
5
年
（
1
回
目
に
続
き
）

遠
賀
郡
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

～
男
子
が
初
優
勝
～

今
年
新
入
団
し
た
、
三
、
四
年
生
の

5
5
年
度
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
決
め
る
新
人

選
手
権
大
会
が
1
1
月
7
日
、
水
巻
南
中

学
校
で
七
チ
ー
ム
を
集
め
行
わ
れ
ま
し

た
。大

会
は
、
先
輩
チ
ー
ム
に
刺
激
さ
れ

て
、
練
習
に
熱
が
入
っ
て
い
た
伊
左
睦

チ
ー
ム
が
、
昨
年
に
引
続
き
、
圧
倒
的

強
さ
で
二
連
覇
を
飾
り
ま
し
た
。

十
一
月
三
十
日
、
芦
屋
中
学
校
、
体

育
館
で
、
第
2
回
郡
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

手
梅
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
参
加
チ
ー
ム
は
、
男
子
が
九

チ
ー
ム
、
女
子
は
十
八
チ
ー
ム
で
、
水

巻
勢
は
男
子
が
水
巻
ク
ラ
ブ
一
チ
ー
ム

女
子
は
マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム
を
中
心
に
五

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ

げ
ま
し
た
。

水
巻
ク
ラ
ブ
が
ハ
ッ
ス
ル
し
、
今
ま

タ
バ
コ
は
町
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

繁茂した葦はみんなの迷惑です、自分の土地は自分で管理しましょう
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キ
ッ
チ
ン
カ
ー

料
理
実
習

県
で
は
料
理
実
習
事
で
、
特
に
高
血

圧
者
を
対
象
に
し
た
牛
乳
料
理
の
指
導

を
行
い
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
ま
す
。

▼
日
時
　
1
2
月
1
6
日
（
火
曜
）
1
3
時
3
0

分
～
1
5
時

▼
場
所
　
梅
ノ
木
田
地
広
場
（
第
三
保

育
所
運
動
場
側
）

▼
参
加
料
　
無
料

原
爆
被
爆
者
二
世
に

対
す
る
無
料
健
康
診
断

財
団
法
人
日
本
公
衆
衛
生
協
会
は
、

原
爆
被
爆
者
二
世
に
対
し
て
無
料
で
健

康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
万
は
、
実
施
機
関
の
窓

口
で
希
望
の
旨
を
言
っ
て
健
康
診
断
を

受
け
て
下
さ
い
。

▼
対
象
者
－
昭
和
5
4
年
度
原
爆
被
爆
者

二
世
健
康
診
断
を
受
け
て
い
な
い
者

で
受
診
を
希
望
す
る
者

▼
実
施
期
間
　
5
6
年
1
月
2
6
日
～
3
1
日

（
土
・
休
日
は
除
く
）

時
間
は
8
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

▼
場
所
　
北
九
州
産
業
衛
生
研
究
所
中

央
診
療
所
（
含
0
9
3
・
5
3
1
・

3
5
2
9
）
－
小
倉
北
区
船
場
町
2

番
1
0
号
近
藤
ビ
ル
3
階

住
宅
金
融
公
庫

個
人
向
け
融
資

昭
和
5
5
年
度
第
4
回
目
の
受
付
け
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊

▼
受
付
期
間
（
予
定
）

1
月
下
旬
頃
か
ら
約
1
か
月
間

▼
対
象
者

土
地
の
準
備
が
で
き
、
申
請
人
が
住

む
住
宅
の
新
築
を
予
定
し
て
い
る
者

▼
融
資
限
度
額

木
造
住
宅
で
4
1
0
万
円
～
4
9
0

万
円
ま
で

。
利
率

年
利
5
・
5
％

遠
賀
・
中
間
医
師
会

准
看
護
婦
募
集

当
校
は
働
き
な
が
ら
で
も
、
家
庭
の

主
婦
で
も
意
欲
の
あ
る
方
な
ら
学
べ
ま

す
。

▼
募
集
人
員
　
4
0
名

▼
教
育
期
間
　
2
年

▼
願
書
受
付

5

5

年

1

2

月

1

日

～

5

6

年

2

月

1

0

日

く
わ
し
く
は
看
護
学
校
～
下
二
審
2

0

1

・

3

4

6

3

ま

で

福
岡
県
立
看
護
専
門

学
校
生
徒
募
集

▼
募
集
科
　
人
員
　
修
業
年
限

看
護
婦
科
　
5
0
名
　
2
年

保
健
婦
科
　
4
0
名
　
1
年

助
産
婦
科
　
1
5
名
　
1
年

▼
願
書
受
付

5

5

年

1

2

月

1

5

日

～

5

6

年

1

月

1

0

日

▼

試

験

日

　

5

6

年

1

日

2

3

日

～

2

5

日

▼
試
験
場
　
当
校

入
学
案
内
及
び
願
書
用
紙
の
申
込
み

は
6
0
円
切
手
同
封
の
上
、
看
護
専
門
学

校
－
筑
紫
郡
大
牢
府
町
佐
野
2
2
禽
0
9

2

9

2

・

3

・

2

0

3

6

ま

で

。

写
真
同
好
会
々
員
募
集

こ
の
度
、
写
真
に
趣
味
の
あ
る
方
が

集
っ
て
同
好
会
を
発
足
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
初
心
者
の
方
も
遠
慮
な
く
申
込

み
下
き
い
。

▼
発
　
足
　
5
6
年
1
月
か
ら

▼
申
込
期
限
　
1
2
月
2
7
日
ま
で

▼
申
込
先
　
町
教
育
委
員
会
ま
で

消
防
設
備
士
講
習
会

▼
講
習
　
種
別
に
よ
っ
て
1
月
2
8
日
～

2

月

1

8

日

　

1

0

時

～

1

7

時

会
場
は
福
岡
・
北
九
州
会
場

▼
申
込
み

1

2

月

1

8

日

・

1

9

日

、

1

0

時

～

1

6

時

ま

で
北
九
州
市
消
防
局
（
第
3
会
議
室

）
　
へ

く
わ
し
く
は
郡
消
防
署
（
蟹
0
9
3

2

9

・

3

・

1

2

3

1

）

ま

で

郵
便
局
の
簡
易
保
険
か
ら

お
得
な
お
知
ら
せ

郵
便
局
の
簡
易
保
険
で
は
、
毎
月
の

保
険
料
を
前
も
っ
て
ま
と
め
て
払
込
み

ま
す
と
（
財
形
貯
蓄
保
険
を
除
く
）
、

次
の
よ
う
な
割
引
を
行
い
ま
す
（
3
か

月
以
上
の
場
合
に
限
り
ま
す
）

例
1
月
額
保
険
料
1
万
円
の
場
合

1
月
分
の
保
護
費
は
1
2
月
石
目
に

1
月
の
保
護
費
の
支
給
は
、

1
2
月
2
5
日
、
町
民
会
館
で
行
い
ま
す
。

さ
れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
の
払
込
み
が
な
い
ま

ま
三
か
月
を
経
過
し
ま
す
と
、
保
険
契

約
の
効
力
は
な
く
な
り
、
万
一
の
こ
と

が
あ
っ
て
も
保
障
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。福

岡
県
最
低
賃
金
改
正

県
内
の
す
べ
て
の
事
業
所
で
は
、
1
1

月
8
日
か
ら
こ
の
最
低
賃
金
以
上
の
賃

金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最

低

賃

金

顎

　

1

日

　

2

7

2

0

円

1

時

間

　

3

4

1

円

産
業
別
最
低
賃
金
（
1
0
産
業
）
は
、

後
日
掲
載
し
ま
す
。

人
権
書
道
を
紹
介

人
権
問
題
は
、
私
た
ち
の
大
き
な
社

会
問
題
で
す
。
ど
う
か
し
て
、
こ
の
間

1

年

6
か
月

3
か
月

払
込
月
数

1 5 千
割万 干 円

円 円 ′（1
　（
1
か

′′‾ヽ
1
か
月
分

の
施

　〕

1
か
月

引

月　） 分

の
施

　）

額

順
次
、
払
込
み
年
数
に
応
じ
て
有
利

な
割
引
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ボ
ー

ナ
ス
の
あ
る
十
二
月
に
計
画
的
に
利
用

題
を
少
し

づ
つ
で
も

解
決
し
て

い
ノ
＼
た
め

前
回
号
ま

で
標
語
を

掲
載
し
て

き
ま
し
た

が
、
今
度

か
ら
小
中

学
生
が
一

生
懸
命
書

い
た
書
道

を
紹
介
し

て
い
き
ま

す
。

封癌癌地
軸速朝練

～∵お　　礼～
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があり

ました。ご冥福をお祈りします。

峯浦　福光殿

福地　敏子殿
永沢　芳江殿

原口　陛羨殿

幸所　　新殿

故峯浦バツエ殿
故福地　正之殿

故永沢辰之助殿

故原口　勝美殿
故事所キミ子殿

古　　　賀

立　屋　敷

高松団地
上

あかの台

年末0年始のし尿、ごみ、休日急病センターについては別紙（チラシ）にくわしくのっています

藤
　
衛

編
　
集
水
巻
町
企
画
財
政
課
　
（
電
2
0
1
－
4
3

□
印
　
刷
　
冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社


